
地区 各協議体の動き 令和５年度協議体の主な動き　　（令和６年３月末現在）

・平成29年  3月　「大和市南林間地区たすけあい協議会」発足 ●拠点来所者数(一般)：1,896人（開所日数：141日(開所日：月・水・金)

・同年　　  4月　拠点「南林間地区たすけあいセンター」開所 ●たすけあい活動（個別支援）実績　ボランティア登録数：175人、支援事業実績：1,426件

・同年　　  6月　たすけあい活動（個別支援）開始 　・令和5年5月から経験者による「包丁研ぎ」のボランティアを開始

・平成30年　4月　ヤマトン健康ポイント付与開始 　　※生活行動支援(病院付き添い、料理・家事手伝い、買い物・郵便局手続等代行)の依頼が多い

・同年  　　6月　健康測定コーナー開始 ●健康麻雀　実施回数：91回、参加者数：1,052人

・平成31年  1月　健康講座を開始 ●健康測定コーナーの実施（パルシステム神奈川ゆめコープとの共同事業）実施回数：21回、参加者数：475人 (健康測定告知チラシR5/9・R6/3配布)

・令和 4年  4月～7月　スマホ関連講座を実施 ●健康講座の実施（パルシステム神奈川ゆめコープ・スポーツクラブＮＡＳとの共同事業）は、休止中

　

・平成29年  9月　つきみ野地区協議体「ハート公所つきみ野」発足 ●拠点来所者数(一般)：1,451人（開所日数：238日(開所日：月～金)

・同年　　 10月　つきみ野自治会館内に拠点開所 ●カフェ・ハート利用者：730人（開催日数：142日）　ハートメイト(カフェ・ハート運営無償ボランティア)参加者：721人

・平成30年  4月　拠点内に相談窓口開設 ●相談件数:32件（来所：　9件　電話：23件）

・令和元年  5月　旧１６号線沿いに拠点移転 ●令和３年１１月から見直しを実施していた個別支援に関して、令和６年１月より「ハートお手伝いチーム（無償ボランティア）」

・同年　　  9月　ヤマトン健康ポイント付与開始 　として活動を再開

 　　　　　　　　交流スペース「カフェ・ハート」開始 ●地域包括支援センター主催の地域ケア会議に随時参加

・令和 2年　7月　『ハートお役立ちガイド( 第１集)』の作成・配布

・同年　　　9月　ハートお助け隊(有償ボランティア)活動開始  

・令和 6年  1月  ハートお手伝いチーム(無償ボランティア)として活動再開 　

・平成30年  3月　「大和市中央地区支え合い協議会」発足 ●拠点来所者数(一般)：1,694人（開所日数：136日(開所日：月・水・金)

・同年 　　 4月　拠点「中央地区支え合いセンター」開所 ●「買い物支援」活動実績　ボランティア登録数：20人、利用者：142人、活動日数44日

・同年　　 10月　拠点内に相談窓口開設 　「個別支援」活動実績　ボランティア登録数：57回、支援件数：222回

・平成31年  1月　ヤマトン健康ポイント付与開始 ●「えんがわサロン(手芸くらぶ)」の開催　利用者数：122人　開催日数：24回

・令和元年　4月　会食会「はちぶんめ」開始 ☛令和2年4月活動休止 ●認知症当事者の方とボランティア活動支援者との連携活動
・同年　　　6月　交流スペース「えんがわサロン」開設(モチーフ編みの
会)

　①（包丁研ぎ）利用者数：14人、開催日数：8回、対応数：22丁　実施

・同年　　 11月　相談窓口・交流スペース開設１周年記念イベント実施 　②中央地区に居住の高齢者が、地域内で安心して生活して行くための行政や中央地区内の必要な支援情報を届ける仕組み作りを検討

・令和 2年 12月　買い物支援「買援隊」本格実施 　して来た結果、令和５年４月より「ほっこり」という名称で認知症当事者達が情報(広報やまと等)を届ける活動開始（毎月実施）

　　　　　　 　　個別支援(有償ボランティア)活動開始 ●定例会：講演『高齢者外出支援サービス創出の課題と対応』を９月５日(火)に実施　出席者36名

・令和 3年 12月「支え合いセンター」(仮)拠点にて活動開始 (建替の為) 　・上記講演を受けて、12月９日(土)に研修会「中央地区における高齢者移動・外出支援の創出」(中央地区においてどの様な

・令和 5年  4月「ほっこり」活動開始 　外出支援が出来るか？) についてグループワークを実施　　出席者36名

・令和 5年  9月「支え合いセンター」(新)拠点にて活動開始 ●地域包括支援センター主催の地域ケア会議及び中央地区ネットワーク会議に参加

・平成30年  3月　「ねっとわ～く福田北協議体」発足 ●拠点来所者数(一般)：3,061人（開所日数：142日(開所日：月・水・金)

・同年　　 10月　拠点「ねっとわ～く福田北協議体ここさぽ」開所 ●相談件数:86件　（内個別支援「生活支援(有償ボランティア)」活動（地区社協と連携）　依頼件数：24件）

・平成31年  1月　ヤマトン健康ポイント付与開始 ●「専門職の日」(地域包括支援センター、地域の病院、訪問看護ステーション職員によるの出張相談等)を６月から再開

・令和元年  6月　地域内介護・医療施設スタンプラリー実施 　・令和５年６月２９日(木)　管理栄養士による健康相談　「夏に多い食中毒の原因菌と家庭で出来る食中毒予防のポイント」

・同年　 　11月　地域包括支援センターによる出張相談開始 　　及び「熱中症予防」について実施　　出席者２２名

・令和 2年  7月  地域の病院、訪問看護ステーションの専門職による ●支援団体との交流会(意見交換会)を実施：令和５年　８月１９日(土)自治会　出席者　２２名

               　「専門職の日」出張相談開始 　　　　　　　　　                    　令和５年１２月１７日(日)民生児童委員　出席者２３名

・令和 3年 12月　『地域福祉マップ』作成・配布 ●地域包括支援センター主催の地域ケア会議やケアマネサロンplusに参加

・令和 5年  5月　『廊下アートギャラリー』開始
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令和５年度の大和市における第２層協議体の活動状況



地区 各協議体の動き 令和５年度協議体の主な動き　　（令和６年３月末現在）

・平成30年  9月　「大和市下鶴間地区協議体」発足 ●拠点来所者数(一般)： 73人（開所日数： 111日(開所日：火・木)

・同年　　 11月　「下鶴間ふるさと館」近くに拠点開所 ●相談件数： 8件

・令和元年  6月　拠点「たすけ愛しもつるま」内に相談窓口開設 ●「いつまでも健康でいるために」をテーマに「食」「運動」「社会参加」の要素を取り入れた事業を引き続き展開

・令和 2年  6月　拠点移動（旧拠点の隣に引越し） 　・「食」では、地域内で食に関する活動を行っている各種団体との情報交換会を7月に実施。また、令和4年度から進めていた

・令和 3年  1月　地域包括支援センターによる出張相談を開始 　　地域内の各ミニサロンへの「朝たん」のフォローアップと食に関するアンケートの回答報告を実施

・同年　　　5月　ヤマトン健康ポイント付与開始 　・「運動」「社会参加」では、高齢者のスマホに関する困り事支援について検討するため、地域のスマホ支援者となる人材の

・令和 4年　6月　地域の各「グラウンドゴルフ」クラブを紹介 　　発掘や協議体構成員による「スマホ教室」の試行実施を行いながら、地域内の老人会とミニサロンに「スマホ利用」に関す

・同年　　  7月  地域の各ミニサロンに訪問して「朝たん」を推奨 　　るアンケートを実施し、第1回目の「スマホの使い方教室」を令和6年3月に開催（参加者19名）

　　　　　　　　 同時に「食」に関するアンケートを実施 ●地域内の民間企業の管理栄養士を講師に招き、研修会『元気に食べて健康長寿』を令和6年1月に実施（参加者66名）

・令和 5年　7月　地域内の老人会とミニサロンに「スマホ利用」に ●地域包括支援センター主催の地域ケア会議に参加

　　　　　　　　 関するアンケートを実施

・令和 6年　3月　スマホの使い方教室を開催

・平成29年 10月　協議体設立に向けた話し合いを開始 ●拠点来所者数(一般)： 26人（開所日数：63日(開所日：月・木)

・令和 4年 12月  「上草柳ふれあい協議会」発足 ●相談件数：3件

・令和 5年  8月  拠点内に「相談窓口」開設 ●地域内住民への周知活動を行うと共に、地域内諸団体の活動内容等の資源把握を行う

・令和 6年　1月  ヤマトン健康ポイント付与開始 ●地域包括支援センター主催の地域ケア会議に参加

●生活支援コーディネーター2名を選任
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